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改訂履歴 

版数 日付 変更箇所 内  容 

1.0.0 2016/11/28 初版 新規発行 

1.0.1 2017/01/24 各所 親局自身でのセンサー検出対応に伴い、子局のみの記載を修正 

6.1 センサーバック設定変

更 

親局センサー検出対応の設定項目内容追加 

6.3 SpreadRouter-MW 側の設

定変更方法 

親局センサー検出対応の設定項目内容追加 

1.0.2 2017/04/09 1.2、3.1、3.6、4.1、6.2 

 

ローカルエリアネットワーク共有フォルダ対応についての記載

追加 

1.0.3 2017/05/25 3.5 FTP サーバ FTP 送信間隔について、毎時 00 分ではなくランダム時間で送信

する理由を記載。 

1.0.4 2017/10/16 5.1 計測と送信間隔仕様 送信間隔に関するコメントを追記。 

CT 電流計測と送信間隔に関する説明記載を追記 

1.0.5 2017/12/19 3.7 JSON フォーマット形式 JSON フォーマット対応追記 

3.6 ローカルネットワーク

内共有フォルダ 

共有フォルダへの送信間隔を１時間に１回から、約 3～10 秒に

１回へ変更 

4.1 出力ファイル仕様 HTTP(JSON フォーマット対応記載) 

4.2 csv データフォーマット 出力モードを追記 

4.3 JSONデータフォーマット JSON 形式のフォーマットを追記 

6.1 センサーパック設定変

更 

JSON 形式の http 送信を行う為の、設定を追記 

6.2 SpreadRouter側の設定変

更方法 

JSON 形式の http 送信を行う為の、設定を追記 

1.0.6 2019/01/17 各所 アラートメール通知機能追加による更新、他 

1.0.7 2019/04/16 3.8 外部 HTTP サーバ 注意事項修正 

3.9 、3.10、7 章 削除 

3.1、4.1、6.2、8.1 上記に伴う修正 

1.0.8 2019/11/03 P.26 誤記修正 

1.0.9 2020/07/30 各所 SR-APPEAR 連携含め、全面改訂 
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はじめに 

 

 

 

 

このたびは本製品をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。 

本書には、本製品を安全に使用していただくための重要な情報が記載されています。ご使用の前に本書をよくお読みにな

り、正しくお使いいただけますようお願い致します。 

また、本書は本製品の使用中、いつでも参照できるように大切に保管してください。 

 

◆ ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で転用、転載しないようお願いいたします。 

 

2. 本書の内容および製品仕様、外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 

 

3. 本書の作成にあたっては万全を期しておりますが、本書の内容の誤りや省略に対して、また本書の適用の結果

生じた間接損害を含め、いかなる損害についても責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

4. 製品の保証に関する規定については製品添付の製品保証書をご覧下さい。 

 

5. 本製品にて提供されるファームウェアおよび本製品用として弊社より提供される更新用ファームウェアを、本

製品に組み込んで使用する以外の方法で使用することは一切許可しておりません。 

 

◆ 商標について 

 SpreadRotuer はエヌエスティ・グローバリスト株式会社の登録商標です。 

 その他文中の商品名、会社名は、各社の商標または登録商標です。 

 

  

はじめに 
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第 1 章 概要 
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1.1. IoT センサーパックとは 

 

 

 

 

「SpreadRouter-MW  IoT センサーパック（以降、センサーパック）」とは、SpreadRouter-MW の各端子の状態（デジタル・

パルス入力、アナログ入力、CT 電流計測）を計測し、計測データを 920MHz で定期的に送信する専用機能です。 

 

センサーデータを受信した親局は設定により、SpreadRouter 本体内の「SD カードへ保存」、3G/LTE 回線を介して「FTP サ

ーバへ送信」、「JSON フォーマットによる Http 通信」、ローカルエリアネットワーク内の「Windows 共有フォルダ」へ送信

を行う事ができます。また、弊社サービス SR-APPEAR への連携も可能となります。 

※SR-APPEAR とはセンサーデータ可視化を提供するクラウドサービスです。 

 

センサーパックモードは基本的に 親局１：子局 1 を想定しておりますが、親 1 局、子局 N の設定で運用も可能です。但し

920MHz 無線は到達保障がありませんので、無線衝突等によりデータの取り溢しの可能性があるため、運用の際は通信間隔

等、設定調整し十分テストした上でご使用ください。 

 

 

 

図 1 IoTセンサーパック親局と子局 

 

※ファームウェアバージョン ver1.2.2 より、親局側でもセンサー検出機能に対応しました。 

※2019 年 2 月リリース以降、CT1 の電流計測結果でのアラートメール通知機能を追加しました。（IoT センサーパックプロ

グラムセットアップ手順書も合わせて参照願います） 

 

  

第 1章 概要 

1.1. IoT センサーパックとは 
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◆用語の説明 

(1) SpreadRouter-MW 

 920MHz 無線を搭載し、デジタル・パルス入力、アナログ入力、CT 電流計測の端子を持ちセンサーの信号を計測、検出が

可能な製品です。親局・子局があり、外観上は同じですが、子局側が各端子のセンサー状態を検出し、センサーデータを

親局側に無線送信します。親局側は子局からのセンサーデータを受信し、ゲートウェイとなる SpreadRouter に転送します。

SpreadRouter-MW 親局側の事を、「親局」、SpreadRouter-MW 子局側の事を、「子局」と記載します。 

 

(2) SpreadRouter 

 3Gまたは LTEモジュールを搭載した 3G/LTEルータ製品です。IoTセンサーパックでは親局側として使用、SpreadRouter-MW

親局とシリアルで接続されます。 

各センサーのデータを SpreadRouter 内で変換し本体内の SD カードに保存、または外部サーバ等へ送信することができま

す。 

 

(3) SR-APPEAR 

弊社のセンサーデータ可視化クラウドサービス。別途契約が必要となります。SpreadRouter-MW 側はセンサーパックモー

ドの設定を行う事で、SR-APPEAR との連携を可能にします。 

 

◆参考資料 

IoT センサーパックをご使用時は、合わせて下記の資料もご参照ください。 

・SpreadRouter-MW_製品仕様書（SpreadRouter-MW の製品仕様、操作マニュアル） 

・SpreadRouterWebUI 操作マニュアル（SpreadRouter の Web 設定画面操作マニュアル） 

・SpreadRouter ユーザーズガイド(SpreadRouter の製品仕様) 

・IoT センサーパックプログラムセットアップ手順書 
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1.2. システム構成図 

 

 

 

 

◆基本的な流れ 

センサー状態検出から、センサーデータの保存の大まかな流れは以下のとおりです。 

 

(1)センサーパック子機または親機自身がセンサーデータ取得  

(2)920MHz でセンサーデータを設定された間隔で親局へ送信 

(3)センサーパック親局はセンサーデータを「SD カードに保存」、「3G/LTE で外部 FTP サーバへ送信」、「ローカルネッ 

トワーク内の共有フォルダへ送信」、「JSON フォーマットの Http 送信」、「SR-APPEAR 連携」が行えます。 

  (4)CT1 の状態を監視し、電流閾値を超えたまたは閾値を下回った等の判定が行われると、アラートメールを送信する 

機能が行えます。 

 

 

図 2 IoTセンサーパックシステム全体構成 

 

 

 

  

第 1章 概要 

1.2 システム構成図 

ローカルネットワーク内の

共有フォルダ 

 

【SpreadRouter-MW 子局】 

【SpreadRouter-MW 親局】 
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第 2 章 配線方法 
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2.1. 電源とセンサー取付（CT 電流計測/DI/AD） 

 

 

 

 

◆センサー取付について 

アナログ入力等の各センサーを SpreadRouter-MW 子局または親局に接続する必要があります。センサーを取付ける際には、

SpreadRouter-MW の電源を抜いた状態で、センサーを取り付けてください。 

 

・本体の電源 

 

 

・CT 端子（電流計測） 

 

 

・抵抗接続例 

 

 

 

※抵抗は SpreadRouter-MW 仕様により、3.3Ω固定となります。 

SpreadRouter-MW の電源は、付属 AC アダプタを

[5VIN]端子に接続してください。 

 

※端子形状は全て共通のため、接続間違いには気

を付けてください。 

第 2章 センサー取付と電源投入・停止 

2.1 電源とセンサー取付（CT 電流計測/DI/AD） 

電流計測を行うためには CT1～CT4 の端子に接続

を行います。 

CT クランプの K 端子側を＋、L 端子側を G に接続

します。また、端子ブロック＋/G 間には、3.3Ω

抵抗を下記の様に取り付けてください。 

 

 

実際の配線例 
配線イメージ 

抵抗の両端を+/G へ接続します 
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・DI 端子（デジタル入力）、AD（アナログ入力） 

 

 

 

※アナログ入力が 0-5V ←→ 4-20mA に変わる場合は、本体内のスイッチ等の変更も必要です。 

 詳細は（6.4 章）アナログ(0-5V/4-20mA)の設定変更を参照ください。 

  

  

デジタルセンサーの ON/OFF 検出は、DI1～DI4 の

端子にします。端子仕様は無電圧接点入力になり

ます。 

 

アナログセンサー検出は、AD1、AD2 の端子に接続

します。端子仕様は 0-5V / 4-20mA を設定で選択

可能です。 
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2.2. 電源出力用配線について 

 

 

 

 

SpreadRouter-MW（センサーパック）子局を複数の SpreadRouter-MW 本体へ電源を供給したいといった場合等の配線方法を

記載します。 

 

1 つの電源から複数の SpreadRouter-MW 子局への電源配線を行った構成例 

 

※IoT センサーパック機能の推奨環境は、親１台に対し、センサー検出子機は１台を推奨しています。これは複数の子機 

で運用を行った場合、通信衝突によるセンサーデータの取りこぼしが発生するため、予め十分テストを行ったうえで導 

入してください。 

 

※CT1 を使用したメール通知機能を使用する場合は、センサー検出する子機（または親機）は、センサーデータを送出す 

る機器は 1 台のみで運用してください。複数の機器のセンサー情報を判別することができないため。 

 

 

  

第 2章 センサー取付と電源投入・停止 

2.2 電源出力用配線について 

【SpreadRouter-MW 親局】 

【SpreadRouter-MW 子局】 

【SpreadRouter-MW 子局】 

【SpreadRouter-MW 子局】 
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◆配線方法 

端子台を利用した例 

・電源供給元 SpreadRouter-MW の電源入力端子(5VIN 端子)に、AC アダプタ(または DC+5V)を接続。 

・電源出力端子(5VOUT)に電源供給先機器への配線を行い、その先の機器の電源入力端子(5VIN 端子)に接続。 

・以降、同様に電源出力端子(5VOUT)から電源入力端子(5VIN 端子)へ配線を行います。 

 

 

 

次の電源供給先機器[SpreadRouter-MW]へ 

信号線 赤：+端子 

信号線 黒：-端子 

 

   電源供給元から[AC アダプタや供給元 SpreadRouter-MW] 

※配線に使用する信号線は、SpreadRouter-MW にて使用している信号線同等の太さのものをご使用ください。 

 また、電源線の長さは機器間 10m 以内で配線いただくことを想定しておりますが、保証されたものではございませんの 

で、必ず通電のテストを行った上で運用願います。 

※ケーブルの色（赤・黒）は納入時期によって異なる事がございます。 

  

5VIN：電源供給元から[AC アダプタ] 

5VOUT：次の電源供給先機器へ  
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2.3. 電源投入・停止 

 

 

 

 

 

◆電源投入 

SpreadRouter-MW 親局 ：AC電源を接続してください。 

SpreadRouter-MW 子局 ：AC電源を接続してください。 

※特に順番はありません 

 

◆停止（電源 OFF） 

3G(LTE)ルータ親局 ：動作中の SpreadRouter の INIT ボタンを長押し(約 3 秒)押下すると、 

                終了処理が始まり、LED が全て消えたら、AC 電源を外してください。 

SpreadRouter-MW(親、子局)：AC 電源を外してください。 

 

注意！ 

SpreadRouter の電源が OFF の時に、INIT を押しながら電源を投入すると初期化されますので操作に注意してください。 

 

 

 

 

  

第 2章 センサー取付と電源投入・停止 

2.3 電源投入・停止 
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第 3 章 
 

第 3 章 センサーデータ取得方法 
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3.1. センサーデータ取得の種類 

 

 

 

 

IoT センサーパックでは、検出されたセンサーデータを取得方法を選択できます。 

取得可能な方法は下記のとおりです。 

 

（1） SD メモリカードへ保存（センサーパック親局 SpreadRouter の SD メモリカードへ保存） 

（2） 外部 FTP サーバへ送信（指定の FTP サーバへ送信） 

（3） ローカルエリアネットワーク内の共有フォルダへ送信 

（4） 外部 HTTP サーバへ JSON フォーマット形式で送信 

（5） 弊社クラウドサービス「SR-APPEAR」への連携（別途有償サービス）。SpreadRouter-MW Ver1.41 以降対応。 

 

センサーデータの保存・送信機能とは別に、メール通知機能が追加されています。（2019 年 2 月リリース） 

（6） CT1 の検出結果によるアラートメール通知機能 

 

 

 

 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.1 センサーデータ取得の種類 
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3.2. SD メモリカード 

 

 

 

 

SD メモリカード保存を設定している場合、センサーデータは自動的に SD メモリカードへ保存され続けます。 

 

◆SD メモリカードのデータを取り出す場合 

SD メモリカードに保存しているデータを取得する場合は、動作中の SpreadRouter 電源を OFF（INIT ボタン長押し）し、

電源が切れたら、SD メモリカードを外して PC に取り込んでください。（停止方法は前章の電源停止のページを参照） 

※注意！：SD メモリカードの抜差しは、必ず電源が OFF の状態で行ってください。 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.2 SD メモリカード 
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3.3. 3G（LTE）回線経由で、SD メモリカード内のデータ取得方法 

 

 

 

 

SD メモリカード保存にて IoT センサーパックをご使用の場合で、SpreadRouter に 3G（LTE)回線でモバイルネットワーク

接続環境があり、グローバル IP アドレスが割り当たっている場合、遠隔からセンサーパックにアクセスし、SpreadRouter

内の SD メモリカードのデータを取得する方法を記載します。 

ここではフリーウェアの TeraTerm を使用した方法を紹介します。 

 

（1）TeraTerm を起動し、下記ダイアログ「新しい接続」から TCP/IP を選択します。TeraTerm 起動後、「新しい接続」 

   が表示されない場合、[ファイル]メニュー → [新しい接続]を選択します。 

（2）SpreadRouter の 3G 回線で割り当てられているグローバル IP（固定 IP）アドレスに対し SSH で接続。画像参考。 

（3）SpreadRouter の SSH はポート番号 10022 で接続 

 

 

 

 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.3 3G(LTE)回線経由で、SD メモリカード内のデータ取得方法 
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（4） ログイン設定 
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（5） ダウンロード 

 

 

センサーデータのファイルが作成されているのが確認できます。 

※古いデータは zip形式になっています。 
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3.4. LAN 経由で、SD メモリカード内のデータ取得方法 

 

 

 

 

 

SD メモリカード保存にて IoT センサーパックをご使用の場合で、SpreadRouter の LAN コネクタ経由で SD メモリカードの

データを取得する方法を記載します。 

 

（1） SpreadRouter の IP アドレス(192.168.1.1)に対し SSH で接続 

（2） SpreadRouter の SSH はポート番号 10022 で接続 

（3） TeraTerm を起動し下記設定 

 (4) 以降は、3.3 「3G(LTE)回線経由で、SD メモリカード内のデータ取得方法」と同じ手順です。(IP アドレスが異な 

るのみ) 

 

LAN ケーブルの接続方法 

 

PCから直接 SpreadRouterに LANケーブルを接続可能（ハブ経由でも可能）です。接続は上記 2ポートのどちらかに接続してください。 

※本体反対側にも同じ形状のポートが 1 つありますが、コンソールポートになりますので接続しないでください。 

※SpreadRouterのローカル IP アドレス等を変更して運用されている場合は、変更した IP アドレスで接続を行ってください。 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.4 LAN 経由で、SD メモリカード内のデータ取得方法 
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3.5. 外部 FTP サーバ 

 

 

 

 

 

IoT センサーパックで FTP 送信を設定している場合は、センサーパックプログラムは指定の FTP サーバへデータ送信を行

います。FTP サーバからデータ取得を行う際は、任意のタイミングで FTP サーバへアクセスし、アップロードされている

センサーデータをダウンロードしてください。（SpreadRouter の電源を OFF する必要はありません） 

※注意！：FTP サーバのポート番号は標準ポート、PASV モードで準備してください。 

※SpreadRouter から FTP サーバへのアップロードタイミングは、1 時間に 1 回です。但し毎時 00 分のタイミングでアップ

ロードされず、XX 時 00 分～XX 時 15 分までのランダムな時間の間で送信されます。（これは複数台同時に FTP サーバアク

セスすることを回避する目的があります） 

 

※3G/LTE回線を使用せず、ローカルエリアネットワーク内の FTPサーバへ送信することも可能です。LANネットワーク設定については、

「SpreadRouterWebUI 操作マニュアル」を参照してください。 

 

 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.5 外部 FTP サーバ 
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3.6. ローカルネットワーク内共有フォルダ 

 

 

 

 

 

IoT センサーパックでローカルネットワーク内共有フォルダを設定している場合、センサーパックプログラムは指定のロ

ーカルネットワーク共有フォルダへデータ送信を行います。データを参照したい場合は、任意のタイミングで共有フォル

ダからアップロードされているセンサーデータをダウンロードしてください。（SpreadRouter の電源を OFF する必要はあ

りません） 

※SpreadRouter から共有フォルダへのアップロードタイミングは、約 3～10 秒に 1 回の間隔で行われます。 

※LAN ネットワーク設定については、「SpreadRouterWebUI 操作マニュアル」を参照してください。 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.6 ローカルネットワーク内共有フォルダ 
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3.7. 外部 HTTP サーバ（JSON フォーマット形式） 

 

 

 

 

 

IoT センサーパックで HTTP 送信（JSON フォーマット形式）を設定している場合は、センサーパックプログラムは指定の

HTTP サーバへデータ送信を行います。（https には対応していません） 

センサーパックのセンサーデータ情報を受信したら、指定時間間隔で SpreadRouter が、指定サーバへ http 通信により、

センサーデータのアップロードを行います。指定時間間隔内に複数回のセンサーデータを受信していたら、SpreadRouter

内に溜まっているセンサーデータを全て http サーバにアップロードを行います。 

 

 

 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.7 外部 HTTP サーバ（JSON フォーマット形式） 
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3.8. SR-APPEAR 連携 

 

 

 

 

弊社のセンサーデータ可視化クラウドサービス「SR-APPEAR」にセンサーデータを送信し、センサーデータは SR-APPEAR 上

で確認することができ、センサーデータの状態を監視し、異常値検出や通信不通時にアラートメールを送信する機能、デ

ータのグラフ表示、csv 出力機能を有しています。 

 

SR-APPEAR 連携の設定につきましては、別紙「IoT センサーパックプログラムセットアップ手順書(Ver1.12 以降)」を参照

願います。 

 

 

 

  

第 3章 センサーデータ取得方法 

3.8 SR-APPEAR 連携 
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第４章 
 

第 4 章 出力ファイルについて 
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4.1. 出力ファイル仕様 

 

 

 

 

センサーパックモードで使用している SpreadRouter-MW は、SpreadRouter とシリアル接続された状態で使用 

します。尚、センサーパックモードで取得したデータは、SpreadRouter 側では以下様に処理・保存されます。 

 

センサーパックモード 保存先 備考 

SD メモリカード保存モード SpreadRouter 本体内の SD カードスロット  

FTP 送信モード 

外部 FTP サーバ 

（FTP ログイン先のカレントディレクトリ固定

にアップロードされます） 

要 3G/LTE 回線契約、外部 FTPサーバ 

ローカルネットワーク共有フ

ォルダ送信モード 

外部ローカルネットワークの共有フォルダ 

(共有フォルダ内 root ディレクトリに保存) 
外部共有フォルダ 

HTTP 送信モード 

(JSON フォーマット) 

外部 HTTP サーバ 

（設定された HTTP サーバにセンサーパック指

定フォーマットでアップロードされます） 

https には対応していません 

SR-APPEAR 連携 
弊社センサーデータ可視化サービスのクラウ

ド（またはオンプレ）上に保存 
設定は HTTP 送信モード 

 

  

第 4章 出力ファイルについて 

4.1 出力ファイル仕様 



28 

 

◆ファイル命名規則 

センサーパック 

モード 
保存先ディレクトリ ファイル名 

SD メモリカード 

保存モード 

SD カード/YYYY/MM/ 

ディレクトリ自動生成 

YYYYMMDD_HH_xxxxx.zip(解凍すると csv ファイル) 

xxxxx は SPREAD_ID で設定した SpreadRouter の識別 ID 

FTP 送信モード 
接続先 FTP サーバのルート 

ディレクトリ固定 

YYYYMMDD_HH_xxxxx.zip(解凍すると csv ファイル) 

xxxxx は SPREAD_ID で設定した SpreadRouter の識別 ID 

ローカルネットワ

ーク共有フォルダ

送信モード 

接続先共有フォルダのルート 

ディレクトリ固定 

YYYYMMDD_HH_xxxxx.csv 

xxxxx は SPREAD_ID で設定した SpreadRouter の識別 ID 

ファイル名は、年月日_時_識別 ID.zip で作成され、1 時間単位でデータが集約されます。（厳密には 1 時間プラスランダ

ム分。複数台集中アクセス回避目的）。ファイルは csv 形式のファイルが作成されます。（最終保存状態は zip 圧縮形式） 

 

※2017 年 6 月リリース版以降、共有フォルダ送信モードは、zip 圧縮では無く、csv ファイルをセンサー受信したタイミ

ングでアップロードする様に変更となっています。 

 

※ファイル出力タイミングを変更したい（例えば 10 分に 1回出力などの）場合は、別途有償ソフトウェアカスタマイズに

より対応可能です。 
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4.2. csv データフォーマット 

 

 

 

 

センサーデータファイルフォーマットは（FTP/ローカルネットワーク内共有フォルダ/SD カードでのモード選択時）下記の様に csv 形式

で保存されます。 

◆出力例 

MW-UNITID,SPREADID,DATE,TIME,AD1,AD2,DI1,DI2,DI3,DI4,CT1,CT2,CT3,CT4,RSSI 

00002,A657SS,2016/11/04,18:32:00,0.000,0.038,OFF,OFF,OFF,ON,0.336,0.175,0.026,0.233,-89 

 

項目名 内容 値の例 

MW-UNITID 
SpreadRouter-MW 子局 ID(センサー検出機器の ID) 

数値 5 桁 
00002 

SPREADID SpreadRouter の識別 ID（任意の文字列 半角英数） A657SS 

DATE 取得日（年月日） 2016/11/04 

TIME 取得時刻（時分秒） 18:32:00 

AD1 AD1 の計測値（設定状態により V または mA） 0.000 小数点以下 3 桁 

AD2 AD2 の計測値（設定状態により V または mA） 0.038 小数点以下 3 桁 

DI1 DI1 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

DI2 DI2 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

DI3 DI3 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

DI4 DI4 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

CT1 CT1 の電流計測値(A) 0.336 小数点以下 3 桁 

CT2 CT2 の電流計測値(A) 0.175 小数点以下 3 桁 

CT3 CT3 の電流計測値(A) 0.026 小数点以下 3 桁 

CT4 CT4 の電流計測値(A) 0.233 小数点以下 3 桁 

RSSI 無線受信感度(dbm) 約-20 前後 ～ -130 前後 

 

※センサーパックでは、親局の SpreadRouter が毎日 3:00に定期再起動を実行するため、深夜 2:58～3:05 前後の間のデー 

タは取得されません。 

 

 

 

  

第 4章 出力ファイルについて 

4.2 csv データフォーマット 
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4.3. JSON データフォーマット 

 

 

 

 

センサーデータファイルフォーマットは、httpの JSON 形式を選択した場合、以下のフォーマットで httpサーバへ送信されます。 

 

項目名 内容 値の例 

MW-UNITID 
SpreadRouter-MW 子局 ID(センサー検出機器の ID) 

数値 5 桁 
00002 

SPREADID SpreadRouter の識別 ID（任意の文字列 半角英数） A657SS 

DATE 取得日（年月日） 2017/12/04 

TIME 取得時刻（時分秒） 18:32:00 

AD1 AD1 の計測値（設定状態により V または mA） 0.000 小数点以下 3 桁 

AD2 AD2 の計測値（設定状態により V または mA） 0.038 小数点以下 3 桁 

DI1 DI1 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

DI2 DI2 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

DI3 DI3 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

DI4 DI4 の状態（ON または OFF） ON または OFF 

CT1 CT1 の電流計測値(A) 0.336 小数点以下 3 桁 

CT2 CT2 の電流計測値(A) 0.175 小数点以下 3 桁 

CT3 CT3 の電流計測値(A) 0.026 小数点以下 3 桁 

CT4 CT4 の電流計測値(A) 0.233 小数点以下 3 桁 

RSSI 無線受信感度(dbm) 約-20 前後 ～ -130 前後 

 

テストファイル

サンプル 

[ 

{"MW-UNITID":"00001","SPREADID":"RJ10000874","DATE":"2017/12/15","TIME":"08:56:30","AD1":"0.000","

AD2":"0.000","DI1":"OFF","DI2":"OFF","DI3":"OFF","DI4":"OFF","CT1":"0.040","CT2":"0.016","CT3":"0.

048","CT4":"0.021","RSSI":"-88"}, 

{"MW-UNITID":"00001","SPREADID":"RJ10000874","DATE":"2017/12/15","TIME":"08:56:55","AD1":"0.000","

AD2":"0.000","DI1":"OFF","DI2":"OFF","DI3":"OFF","DI4":"OFF","CT1":"0.052","CT2":"0.012","CT3":"0.

046","CT4":"0.030","RSSI":"-90"} 

] 

上記は２回分のデータ 

 

  

第 4章 出力ファイルについて 

4.2 JSON データフォーマット 
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サーバからの応答は下記のとおり返すようにしてください。 

 

JSON レスポンスに以下文字列 

成功 {"Result":"OK"} 

失敗 {"Result":"NG"} 

※基本的に成功以外は SpreadRouter 側はエラー扱いで処理を行います。 

 

エラー時はリトライを 5 回繰り返します。 

リトライエラー時は、次回の送信タイミングに送信処理が行われます。削除は行われませんが、内部に 12000 データ以上

溜まってしまうと、新しいセンサーデータは保存されず古いデータが有効データとして残ります。古いデータが送信完了

になると、新しいセンサーデータが SpreadRouter 内部に保存可能となります。 
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第 5 章 
 

第 5 章 計測と送信間隔について 
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5.1. 計測と送信間隔仕様 

 

 

 

 

センサーパックモードのセンサー検出方法は下表の仕様で計測します。 

検出端子 測定値の説明 値の例 

アナログ入力 

( 0-5V / 4-20mA ) 

無線送信から次の無線送信までの平均値をセットします。計測

間隔は CPU 状況に依存されるが、数 ms～数十 ms 間隔で読込。 
 

デジタル入力 
無線送信時のデジタル入力状態をセット。また、デジタル状態

に変化があった場合も無線送信が行われます。 
 

CT 電流値計測 

15～20 秒程度の間隔で各 CTの電流を計測。5 回計測分の平均

値を無線送信。計測中期間は、前回送信値がセットされます。 

※タイムラグについては、無線送信時間が煩雑するなどの影響

で計測間隔に影響が出ることがあります。 

CTクランプを CT用端子にセットしてい

ない場合、CT 端子を接続した状態より

大きな値、または不定値が検出されま

す。CT 電流計測値は、収集データ解析

側にて、接続・未接続の管理をお願いし

ます。 

 

◆送信間隔について 

SpreadRouterMW は設定された送信間隔で送信動作を行いますが、到達保証はしておりません。 

電波状況、送信時の処理により、「送信処理失敗」また「送信したが到達しない」などが挙げられます。 

特に送信間隔が短い場合は、受信数が想定より少なくなることもあります。 

例：FSK 100ms 間隔送信の場合、環境により１秒間で 3～8 回くらいの受信数になります。 

 

※送信間隔は、センサーパックモードを選択した際の送信間隔設定を指しています。 

 詳しい設定変更方法については、製品仕様書の第 4 章コンフィグレーション(設定)の「 i コマンド」データ送信モード  

 設定を参照してください。 

 

 

 

◆その他 

尚、下記の様な対応につきましては、別途有償ソフトウェアカスタマイズにより対応可能です。 

・SpreadRouter-MW のシリアル(RS232C/RS485)を使用した機器のセンサーデータ取得対応 

・SpreadRouter-MW のデジタル出力の制御対応 

・標準計測方法以外の計測方法、データ出力方法等の個別対応 

 

 

第 5章 計測と送信間隔について 

5.1 計測と送信間隔仕様 
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 第 6 章 IoT センサーパックの設定変更 
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6.1. センサーパック設定変更 

 

 

 

 

◆センサーパックの設定を変更する理由 

購入時に付属される CD-ROM に収録された「IoT センサーパックプログラムセットアップ手順書」に従い、セットアップし

運用を行いますが、その後、現場状況により各設定を変える必要がある場合、主に下記の様な理由が挙げられます。 

[変更理由] 

 ・無線 ch の変更 

 ・送信間隔の変更や、長距離モード(LoRa)と高速通信モード(FSK)の切替 

 ・アナログ入力の変更（0-5V、4-20mA）切替 

 ・送信先サーバや機器 ID の変更 

 

※各種設定作業は初回納品時に同梱される CD-ROM を元に、各機器のセットアップを行ってください。2 回目以降の購入の

際は、CD-ROM 内の変更がない場合は同梱されませんので、初回購入時の CD-ROM を無くさない様に保管お願いいたします。 

 

◆センサーパックの設定を変更したい場合、大きく分けて２つの機器に対して行います。 

 (1) SpreadRouter(センサーパック親局) 

 (2) SpreadRouter-MW (センサーパック親局、子局) 

 

SpreadRouter-MW 側を変更する場合、親局、子局の設定を一致させる必要がありますので、どちらも変更を行います。 

（アナログ入力変更はセンサーパックモード子局のみで可） 

 

※次ページに設定を変更する場合の、設定項目と該当機器の一覧を参照ください。 

 

  

第 6章 IoTセンサーパックの設定 

6.1 センサーパック設定変更 
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◆主な設定変更部分の一覧 

 

変更項目 変更対象機器 主な内容 

センサーデータの 

送信(保存)タイプ 
SpreadRouter 

SD カード、FTP 送信やローカルネットワーク共有フォルダ、Http の JSON フォ

ーマット送信からの選択設定 

FTP サーバの接続先 

アドレス 
SpreadRouter FTP サーバのホスト名または IP アドレス 

接続ユーザ名 SpreadRouter FTP サーバへ接続するユーザ名 

接続パスワード SpreadRouter FTP サーバへ接続するパスワード 

http サーバアドレス SpreadRouter JSON アップロード時の httpサーバアドレス 

http ポート番号 SpreadRouter JSON アップロード時の httpサーバのポート番号 

http サーバパス名 SpreadRouter JSON アップロード時の httpサーバのパス名 

http サーバメソッド SpreadRouter JSON アップロード時の httpサーバのメソッド名(xxx.php等) 

送信間隔 SpreadRouter JSON アップロード時の httpサーバへの送信間隔 

サーバ接続タイムアウト SpreadRouter 
JSON アップロード時の接続タイムアウト時間 

curl コマンドの --connect-timeout に相当 

最大タイムアウト時間 SpreadRouter 
JSON アップロード時の最大タイムアウト時間 

curl コマンドの  --max-time に相当 

リトライ回数 SpreadRouter 
JSON アップロード時の最大タイムアウト時間 

curl コマンドの  --retry に相当 

SpreadRouter の識別 ID SpreadRouter 任意の ID(センサーデータに含まれます) 

TCP サーバポート SpreadRouter SR-APPEAR 連携時の「APPEAR待受けポート番号」 

接続無通信タイムアウト SpreadRouter SR-APPEAR 連携時の接続中ソケットの無通信ソケット強制切断時間 

無線出力方式の変更 SpreadRouter-MW LoRa(長距離モード)/FSK(高速モード)の切替 

無線 ch 変更 SpreadRouter-MW 24～61ch の変更 

PAN アドレス変更 SpreadRouter-MW PAN アドレス変更 

自局アドレス変更 SpreadRouter-MW SpreadRouter-MW の自局 ID 

宛先アドレス変更 SpreadRouter-MW SpreadRouter-MW の送信先宛先 ID 

RF 詳細設定変更 SpreadRouter-MW LoRa の SF 設定変更、FSK 時はデフォルト指定 

ACK モード設定 SpreadRouter-MW 送信間隔が短い場合、基本的に ACK 無効設定を推奨 

送信モード設定 SpreadRouter-MW 

センサーパックモードの送信側、受信側設定 

送信側（子局）の場合、アナログ(0-5V/4-20mA)設定、送信間隔設定 

受信側（親局）でセンサー検出有効の場合、アナログ(0-5V/4-20mA)設定、送信

間隔設定 

シリアルボーレート設定 SpreadRouter-MW 親局側：センサーパックモード使用時は 115200bps 固定に設定 

受信パケット出力設定 SpreadRouter-MW 親局側：センサーパックモード使用時は RSSI 出力、SRC Addr 出力共に無効 

SR-APPEAR 連携有効設定 SpreadRouter-MW SR-APPEAR 連携時に有効設定（Ver1.41 以降） 

SR-APPEAR 識別コード SpreadRouter-MW SR-APPEAR 連携時に設定する識別コード（Ver1.41 以降） 
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6.2. SpreadRouter 側の設定変更方法 

 

 

 

 

◆接続方法 

パソコンと SpreadRouter を LAN ケーブルで接続し、ブラウザから web 設定画面を開きます。 

ブラウザから上記アドレスを入力します。 

 

アカウント：admin （固定） 

パスワード：センサーパック出荷時のパスワード 

 

◆SpreadRouter 側の設定変更について 

SpreadRouter 側はテキスト設定ファイル（ini ファイル）を web 設定画面から読み込ませ再起動させれば完了です。 

 

主な変更可能な設定 

 

◆設定ファイルの説明 

設定ファイル名     ：SpreadCtrl.ini 

設定ファイルフォーマット：テキスト形式（キーワード=値の形式でセット） 

項目 主な内容 

保存モードの切替 
SD メモリカード保存、FTP 送信モードの設定、ローカル共有フォルダの設定、JSON フォー

マット送信の設定 

FTP サーバ設定 外部 FTP サーバへの設定 （ホスト名(アドレス)、ユーザ名、パスワード） 

ローカル共有フォルダ設定 
ローカルネットワーク共有フォルダ設定（ホスト名(アドレス)、ユーザ名、パスワード、

フォルダ名） 

JSON フォーマット設定 サーバ名、サーバパス、メソッド名、送信間隔、各種タイムアウト設定(必要時) 

SR-APPEAR 連携設定 
サーバ名、メソッド名、送信間隔、各種タイムアウト設定(必要時)、TCP サーバポート、

ソケット強制切断時間 

メール送信設定 
CT1 監視(メール機能有効)選択、送信先メールアドレス、自身メールアカウント・メール

アドレス・メールパスワード、SMTP アドレス、SMTP ポート等 

SpreadRouter の機器 ID SpreadRouter 任意の機器 ID 

第 6章 IoTセンサーパックの設定変更 

6.2 SpreadRouter 側の設定変更方法 
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送信 

種別 
項目 内容 設定値の内容 

共通 UPLOADTYPE センサーデータの送信(保存)タイプ 

1:SD カード 

2:FTP 送信 

3.JSON フォーマット(HTTP 送信) 

6:ローカルネットワーク共有フォルダ 

FTP FTP_HOST FTP サーバの接続先アドレス ホスト名または IP アドレス 

FTP FTP_USER 接続ユーザ名 指定のユーザ名 

FTP FTP_PASS 接続パスワード 指定のパスワード 

共有 F SHARED_HOST 共有フォルダの接続先アドレス ホスト名または IP アドレス 

共有 F SHARED_USER 共有フォルダの接続ユーザ名 指定のユーザ名 

共有 F SHARED_PASS 共有フォルダの接続パスワード 指定のパスワード 

共有 F SHARED_DIR 共有フォルダ名 指定の共有フォルダ名 

JSON SERVER_ADDR http サーバアドレス(必須) http://iotsensor.ne.jp 

JSON SERVER_PORT http サーバポート番号(デフォルト 80 番)  

JSON SERVER_PATH http サーバのパス名(デフォルト無)  

JSON SERVER_METHOD http サーバのメソッド名(必須) 例 /abc/iot.php 

JSON SEND_INTERVAL サーバへの送信間隔(秒) 30 

JSON CONN_TIMEOUT 送信時のサーバ接続タイムアウト(秒) curl の --connect-timeout に相当 

JSON MAX_TIMEOUT 送信時の通信タイムアウト(秒) curl の --max-time に相当 

JSON RETRY_NUM 送信時のリトライ回数（基本 0 指定で可） curl の --retry に相当 

JSON KILL_TIMEOUT 送信中断実行のタイムアウト設定(秒) curl の応答が無い場合のプロセス終了実行 

メール 
MAIL_TO_ADDR 

送信先のメールアドレス最大 5 件（カンマ区切

り） 

testaddr1@test.ne.jp.testaddr2@yahoo.co.jp 

メール FROM_ADDR 送信元メールアドレス sample_master@sensor.co.jp 

メール FROM_NAME 自身送信者名 異常監視センター 

メール MAIL_ACCNT メールアカウント名 sample_master 

メール MAIL_PASS メールパスワード Password123 

メール MAIL_TITLE_A メールタイトル(閾値変化アラート) 状態変化のお知らせ 

メール MAIL_TITLE_B メールタイトル(機器通信異常アラート) 機器異常のお知らせ 

http://iotsensor.ne.jp/
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※使用しないモードのキーワードは記載不要です。 

※FTP サーバのポート番号は標準ポート、PASV モードを指定ください 

※設定については「IoT センサーパックプログラムセットアップ手順書」等も参照ください。 

◆設定変更の反映方法 

web 設定画面の「専用設定ファイル」メニューを選択し、作成した SpreadCtrl.ini を読み込ませてください。 

次に「停止・再起動」メニューより再起動を実行してください。 

詳細は「SpreadRouterWebUI 操作マニュアル」を参照ください。  

メール SMTP_ADDR SMTP アドレス smtp.abcde.co.jp 

メール SMTP_PORT SMTP ポート 587 

メール USE_STARTTLS 送信時の STARTTLS を有効・無効 1:有効 0:無効 

メール NO_RESPONCE_TIME 機器通信異常アラート判定時間（秒） 300 

メール ALART_CT1 CT1 でのアラート通知メール有効無効 1:有効 0:無効 

共通 SPREAD_ID SpreadRouter の識別 ID 任意の ID(センサーデータに含まれます) 

APPEAR 
TCP_SVRPORT APPEARサーバからデータ取得要求を待ち受ける

TCP ポート番号。 

推奨 30000～65000。デフォルト 50000 

APPEAR 
IDLE_TIMEOUT 接続中ソケットが無通信時に強制切断するまで

の時間。 

デフォルト 10 秒 
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6.3. SpreadRouter-MW 側の設定変更方法 

 

 

 

 

 

◆接続方法 

パソコンと SpreadRouter-MW をシリアル(RS232C)ケーブルで接続します。 

パソコン側に RS232C インターフェースが無い場合は、USB シリアル変換ケーブルを使用してください。 

USB シリアルケーブルの場合、SpreadRouter-MW 間はメス-メスのクロスケーブル(インターリンク)をご使用ください。 

 

 

 

◆SpreadRouter-MW 側の設定変更について 

SpreadRouter-MW 側は、パソコン側でターミナルソフトを起動し通信設定を合わせておきます。 

 

 

 

  

第 6章 IoTセンサーパックの設定変更 

6.3 SpreadRouter-MW 側の設定変更方法 

通常の SpreadRouter-MW 単体では出荷時 9600bps 設定ですが、 

センサーパックの出荷では、ボーレートが 115200bps になります。 

ボーレート  ：115200bps 

データ長   ：8bit 

パリティ   ：なし 

ストップビット：1bit 

フロー制御  ：なし 
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◆SpreadRouter-MW 側 主な変更が想定される項目 

項目 内容 変更方法 

無線出力方式の変更 LoRa/FSK を変更 電源投入時 

無線 ch 変更 無線の ch を変更 a コマンド 

PAN アドレス変更 PAN アドレスを変更 b コマンド 

自局アドレス変更 自局アドレス(親局側、子局側)を変更する場合 c コマンド 

宛先アドレス変更 

宛先アドレス(親局側が変わった場合)変更する場合。 

※センサーパックモードでは親局から子局への通信はあ

りません。 

d コマンド 

ユニットモード設定 親局・子局の設定（AutoRouting 以外は指定不要） e コマンド 

ルーティング設定 1 対 1 の場合 Non-Routing 設定の為、変更不要。 f コマンド 

RF 詳細設定変更 
LoRa の場合、SF の設定 

FSK の場合は、デフォルト 50000bps をご使用ください。 
g コマンド 

ACK モード設定 ACK 無効を推奨 h コマンド 

送信モード設定 

親局側：センサーパックモードの受信側設定で、センサー

検出有効時、送信間隔とアナログ（AD1/AD2）の 0-5V / 

4-20mA の設定 

子局側：センサーパックモードの送信側設定で、 

送信間隔とアナログ（AD1/AD2）の 0-5V / 4-20mA の設定 

i コマンド 

※アナログ変更時はハードウェ

ア DipSW3 も変更必須。 

シリアルボーレート設定 親局側：115200bps 固定 k コマンド 

受信パケット出力設定 親局側：RSSI 出力無効、SRC Addr 出力無効 l コマンド 

 

設定変更後は、必ず x コマンドにて保存してください。（各種設定完了後に最後に 1 度発行） 

詳細は「SpreadRouter-MW 製品仕様書」を参照ください。 
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◆SpreadRouter-MW 側 親子間の設定 

変更方法 親局 子局 

電源投入時 同じ設定 同じ設定 

a コマンド 同じ設定 同じ設定 

b コマンド 同じ設定 同じ設定 

c コマンド 親局アドレス 子局アドレス 

d コマンド 子局アドレス 親局アドレス 

e コマンド Parent Child 

f コマンド 基本 NonRouting 基本 NonRouting 

g コマンド 同じ設定 同じ設定 

h コマンド ACK 無効推奨 ACK 無効推奨 

i コマンド SensorPack Recv 

自身センサー検出有効時は 

「アナログ、送信間隔」設定 

※アナログ変更時はハードウェア 

DipSW3 も変更必須 

SensorPack Send 

「アナログ、送信間隔」設定 

※アナログ変更時はハードウェア 

DipSW3 も変更必須 

k コマンド 115200bps 115200bps 

l コマンド RSSI 出力無効 

SRC addr 出力無効 

RSSI 出力無効 

SRC addr 出力無効 
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6.4. アナログ(0-5V / 4-20mA)の設定変更 

 

 

 

 

◆アナログ入力を 0-5V と 4-20mA 切り替え方法について説明します。 

アナログ入力（AD1 または AD2）を 0-5V または 4-20mA に切り替えたい場合は、センサーパック子局(送信側)で i コマンドから、

各 ADの ch検出方法を変更します。 

アナログ検出方法を変更したら、SpreadRouter-本体内部の DipSW も必ず変更する必要があります。 

※アナログ入力を変更する場合は、アナログセンサーを外した状態で行ってください。 

 

・i コマンドにて設定変更(6.3 にて i コマンド変更を参照願います) 

・DipSW の変更 

 

◆DipSW の変更 

①本体のケース外し方 

センサーパック子局の SpreadRouterMW 本体は DIN レールで取り付けられていますので、本体を横にスライドさせると収納ボックスから

取り外す事ができます。 

 

 

 

 

 

 

  

第 6章 IoTセンサーパックの設定変更 

6.4 アナログ(0-5V/4-20mA)の設定変更 

(1)本体を横にスライドさせて収納ボックスから外す。 

※DINレール取付金具付で購入された場合 

(2)四隅のネジをドライバーで外す。 
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②本体内部スイッチの切替 (アナログ入力 0-5V / 4-20mA 切替スイッチ SW3) 

 

上記画像の場合、上が ON / 下が OFF  （画像の SW3 は共に OFF） 

 

SW3 0-5V 計測 4-20mA 計測 

1 (AD1) OFF ON 

2 (AD2) OFF ON 

 

 

・アナログ入力の AD1ch / AD2ch の入力設定を行います。 

・0-5V 入力計測を行う場合は、SW3 の該当 ch を OFF にします。 

・4-20mA 入力計測を行う場合は、SW3 の該当 ch を ON にします。 

   ※DipSW を間違った状態でアナログ入力は行わないで下さい。 

 

 

 

  

SW4 

共に ON 固定設定 

SW3 

アナログ入力設定 
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